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はじめに  

 

 本報告書は、港区立エコプラザの指定管理者候補者を選考するにあたり、「港区立エコプ

ラザ指定管理者候補者選考委員会」における審査の経過及び結果について報告するものです。 

 

 港区が定めた「港区指定管理者制度運用指針」では、民間事業者等が持つノウハウやアイ

ディア、専門性などを活用することにより、多様化する区民ニーズへの柔軟かつ迅速な対応

や効率的で効果的な区民サービスの提供が可能となる施設については、積極的に指定管理者

制度の導入を進めるとしています。 

「港区立エコプラザ指定管理者候補者選考委員会」は、このような視点を踏まえた上で、

エコプラザの設置目的を最大限に活かし、効率的・効果的に区民サービスを提供することが

できる候補者の選考を行いました。 

審査にあたっては、常に厳正さと公正さを確保するとともに、委員会として委員の総意の

下に結論を導き出すよう努めました。 

 

港区立エコプラザ指定管理者候補者には、４事業者から応募があり、様々な提案を受ける

ことができました。応募いただいた事業者の皆様には深く感謝するとともに、選ばれた事業

者には、港区立エコプラザ条例に定める目的の達成に向け、指定管理者として十二分に力を

発揮されることを強く期待いたします。 

 

 

令和４年７月８日 

 

 

 

港区立エコプラザ指定管理者候補者選考委員会 

委員長 守田 優
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Ⅰ 選考した指定管理者候補者について 

  

１ 指定管理者候補者 

名 称 港区エコみらいプロジェクト 

代表者 株式会社小学館集英社プロダクション 

代表取締役 都築 伸一郎   

所在地 東京都千代田区神田神保町二丁目３０番地（株式会社小学館集英社プロ

ダクション内） 

 

【共同事業者名】港区エコみらいプロジェクト 

代表団体 

名 称：株式会社小学館集英社プロダクション 

代表者：代表取締役 都築 伸一郎 

所在地：東京都千代田区神田神保町二丁目３０番地 

構成団体 

名 称：大星ビル管理株式会社 

代表者：代表取締役 寺島 剛紀 

所在地：東京都文京区小石川四丁目２２番２号 

 

２ 対象施設 

施設の名称 所在地 

港区立エコプラザ 東京都港区浜松町一丁目１３番１号 

 

３ 指定期間  令和５年４月１日から令和 10 年３月３１日まで（５年） 

 

４ 選考の理由  

（１）安定した施設運営 

事業者の代表団体及び構成団体ともに、環境関連施設及び公共施設の管理運営実績や事

業の請負実績があり、公共施設の管理運営について、十分な経験及びノウハウを備えてい

ます。また、専門のコンシェルジュの配置やＰＤＣＡマネジメントサイクルに基づく日常

的なモニタリングによる来館者満足度の向上の取組や、代表企業が運営する他施設の職員

との情報交換や区の危機管理マニュアルを基本としたエコプラザ用危機管理マニュアル

の作成及びマニュアルに基づく訓練により、安定した安心安全な施設運営が期待できます。 

（２）港区の特色を活かした講座の実施 

環境教育・学習を先導する重要な施設と認識し、港区環境基本計画を踏まえ、脱炭素社

会や資源回収による循環、生物多様性に関する講座を実施する他、水と緑を有する港区の
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特色を活かした魅力的な講座の実施により、区民の環境保全意識の向上が期待できます。 

【脱炭素】 

 国産木材を使用した木工講座を始めとし、年齢層に応じた気候変動学習講座により、脱

炭素や地球温暖化について子どもにもわかりやすく伝え、普段の生活でできることを考え

てもらう機会を提供します。また、間伐材を使った区内建築物見学ツアー等により、木材

活用について知ってもらうとともに、二酸化炭素固定認証制度を広く周知します。 

【循環型社会】 

 自然災害の多発･激甚化により、膨大な災害廃棄物が発生している状況を踏まえ、港区

災害廃棄物処理基本方針に基づく事業者向けの啓発講座を実施します。廃棄物の適正な処

理方法を始め、事業者が出す廃棄物削減と循環経済についての講座を実施する他、区のプ

ラスチック削減活動や食品ロス削減の取組を周知します。 

【生物多様性】 

 エコプラザのビオトープ・屋上菜園や浜離宮恩賜庭園での自然観察会等、区民の関心が

高い講座を継続して実施するとともに、自然災害の視点を取り入れ、自然災害と都市生活

の関係や、自然と共生できる未来について考えるきっかけを提供します。 

（３）認知度向上の取組 

 事業者は、港区環境基本計画の基礎調査を基に、エコプラザの認知度が低いことを認識

しており、来館者数や講座参加者数の増加には認知度の向上が最重要課題と考えています。 

浜祭を始めとした地域イベントへの積極的な参加や都内環境学習施設との連携による

施設の周知活動の他、中学校や大学と連携した講座の開催やオンデマンド・アーカイブ配

信といった若い世代をターゲットにした認知度の向上の取組や、来館者分析を基に、平日

の昼間に幼児を家庭に持つ親子をターゲットにした連続講座の実施、在勤者への夜間のオ

ンライン講座等を行うことで、認知度及び来館者・講座参加者数の向上を図られ、区民の

環境保全に関する理解の促進が期待できます。 

（４）人材育成の考え方 

正社員登用制度や昇給制度を整えており、職員の定着率の向上が見込めます。また、職

域に応じた３段階の研修や、セミナー・研修への積極的な参加を支援しており、職員の継

続的なスキルアップが見込めます。保守管理・設備機器管理においては、構成企業が東京

都認定職業訓練校の資格を有しており、継続的な技術向上体制が整えられています。また、

館長予定者が、職員の意見等を積極的に取り入れようとする意欲が見られます。 

職員の定着による安定的なサービスの提供や、職員一人一人の能力向上による効率的な

施設運営や魅力的な事業の提案が期待できます。 
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Ⅱ 選考経過について 

 

１ 選考の方法  

(１) 第一次審査 

応募は、４事業者でした。提出された申請書類及び計画書類について、財務関係書

類、基本的事項の適格審査、計画書類に対する評価をもとに総合的な審査を行い、２

事業者を第一次審査通過者として選考しました。 

(２) 第二次審査 

第一次審査通過者に対して、プレゼンテーション及びヒアリングを行い、（第一次審

査と第二次審査とを併せた）総合評価により指定管理者候補者を選考しました。 

 

２ 選考委員会の構成 
 

委 員 長 守田 優 芝浦工業大学名誉教授 

副委員長 長谷川 浩義 港区環境リサイクル支援部長 

委  員 山﨑 誠子 
日本大学短期大学部 

建築・生活デザイン学科准教授 

〃 岡山 朋子 
大正大学 

地域創生学部地域創生学科教授 

〃 大浦 昇 港区環境リサイクル支援部環境課長 

 

３ 公認会計士  

中村 元彦 中 村 公 認 会 計 士 事 務 所 
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４ 選考の進め方 

応募書類提出（申請書・財務諸表・管理運営計画書等） 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜第一次審査＞ 
 

１ 全事業者の財務状況の調査・分析を行い、可（安定的に経営基盤を有している）若

しくは不可（安定的に経営基盤を有していない）で評価します。 

２ 全事業者の資金計画の調査・分析を行い、Ａ（特に優れている）～Ｅ（劣っている）

までの５段階に評価します。 

３ 事業者ごとに、選考基準の各項目に対応した配点に基づき、各選考委員が書類審査

を行い、採点します。 

４ 公認会計士等による財務状況分析に基づく評価と、各選考委員による書類審査の合

計得点により総合的な審査を行い、概ね上位者３者程度を第一次審査通過者としま

す。 

 

 

＜第二次審査＞ 
 

１ 第一次審査通過者に対して、プレゼンテーション（１５分程度）及びヒアリング 

（３０分程度）を行います。 

２ 全てのプレゼンテーションとヒアリングが終了した後、各選考委員による審査項目

を中心とした評価を行い、採点します。 

３ 第一次審査と第二次審査の点数を合計し、指定管理者候補者を選考します。 

公認会計士による財務状況等の調査・分析を行い、財務状

況評価は可若しくは不可、資金計画評価はＡ～Ｅの５段階

で評価します。 

選考委員による書類審査 

プレゼンテーション及びヒアリング、計画書等の総合評価 
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５ 選考委員会等の開催状況及び経過 

(１) 第１回選考委員会 

日 時  令和４年４月５日（火曜日） 午後３時３０分～午後５時 

場 所  港区役所 環境課会議室 

議 題  公募要項（案）について 

          選考基準及び採点表について 

 

(２) 公募手続き 

ア 公募要項公表      令和４年４月１１日（月曜日） 

イ 公募説明会・現地見学会     ４月２０日（水曜日） 

ウ 質問書受付           ４月１１日（月曜日）～４月２５日（月曜日） 

エ 質問への回答          ５月１０日（火曜日） 

オ 申請書類受付（第一次提出）   ４月１１日（月曜日）～５月１７日（火曜日） 

カ 計画書類受付（第二次提出）   ４月１１日（月曜日）～５月２５日（水曜日） 

 

 (３) 第２回選考委員会(第一次審査) 

日 時  令和４年６月１４日（火曜日） 午前１０時～午前１２時 

場 所  港区役所 環境課会議室 

議 題  財務状況分析及び資金計画分析結果報告について 

         第一次選考（書類審査）について 

         第二次選考等について 

 

 (４) 第二次審査（プレゼンテーション） 

   日 時  令和４年７月８日（金曜日） 午後２時 20 分～午後４時 10 分 

場 所  男女平等参画センター 学習室Ｅ 

 

 (５) 第３回選考委員会 

日 時  令和４年７月８日（金曜日） 午後４時 30 分～午後５時 

場 所  男女平等参画センター 学習室Ｅ 

議 題  指定管理者候補者の決定について 
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 Ⅲ 選考対象者について 
 

№ 事業者の名称 所在地 

１ 
Ａ事業者 

（港区エコみらいプロジェクト） 
東京都千代田区神田神保町二丁目 30 番地 

２ Ｂ事業者  

３ Ｃ事業者  

４ Ｄ事業者  

 

Ⅳ 選考結果について 

 

１ 第一次審査 

(１) 財務状況分析等について  

    公認会計士による財務状況調査分析等報告書に基づき説明がありました。 

ア 財務状況評価 

応募事業者より提出された財務諸表（決算報告）に基づき、財務規模、収益性、安

全性について、数値及び比率分析等により、安定的に継続して指定管理業務を行うこ

とができるか否かについて、可若しくは不可の絶対評価を行いました。 

   イ 資金計画評価 

応募事業者より提出された資金計画書に基づき、資金・収支計画の正確性、安全性、

収支見込の妥当性、運転資金調達の確実性、事業計画との整合性、経費見積りの妥当

性などについて数値及び比率分析により、Ａ～Ｅの５段階総合評価を行いました。 

 

(２) 選考基準表に基づく採点  

各委員の評価した点数の合計による選考を実施しました。 

順位 事業者の名称 
財務状況

評価 

資金計画 

評価 

合計点数 

（1000 点満点）

１ 

Ａ事業者（港区エコみらいプロジェクト） 

Ｂ ７８５ 
 

株式会社小学館集英社プロダクション 可 

大星ビル管理株式会社 可 

２ 

Ｃ事業者 

Ｂ ７４５ 
 

Ｃ-１事業者 可 

Ｃ-２事業者 可 

３ Ｄ事業者 可 Ｂ ６１３ 

４ Ｂ事業者 可 Ｂ ５６３ 
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※ 財務状況評価基準  

可（安定的に経営基盤を有している）、不可（安定的に経営基盤を有していない） 

※ 資金計画評価基準 

 Ａ：特に優れている、Ｂ：優れている、Ｃ：普通、Ｄ：やや劣っている、Ｅ：劣っている 

 

(３) 選考経過 

各委員が候補者の提案内容の評価について意見交換を行いました。 

事業者の名称 委員の意見 

Ａ事業者 

（港区エコみらい

プロジェクト） 

・ 環境学習施設の運営経験があり、経験やノウハウは十分である。 

・ 実績を記載しているだけでなく、先々の展開まで書かれており期待

できる。 

・ 区の特性や施策をよく理解している。それ故に、地域の拠点として

の計画性について、もう一歩踏み込んだ提案をして欲しかった。 

Ｂ事業者 

・ 実績を記載しているだけで、どういった考え方で何をやりたいかが

見えてこない。 

・ 口腔ケアレクチャーで水資源を考える講座等、他の事業者にはな

い提案がある一方で、提案内容に不明瞭な部分があった。 

Ｃ事業者 

・ 施設管理経験はあるものの、環境施設の運営経験がない点は気にな

る。しかし、避難所を開設した経験があり防災危機管理の点では実

績は充分である。 

・ 様々なターゲットを想定した提案がされており期待できる。 

・ 事業の実施について、社会情勢も踏まえてよく記載されており、意

欲を感じる。 

Ｄ事業者 

・ 職員の専門性を身につける研修が不足している。 

・ 面白い提案はあるものの、具体策がなく、実現性が見えない。 

・ ３Ｒや自然共生について理解が薄いと感じる。 

以上の点を総合的に勘案して、上位２事業者（Ａ事業者、Ｃ事業者）を、第一次審査通過

者としました。 

 

２ 第二次審査 

(１)プレゼンテーション及びヒアリング 

第一次審査通過事業者が１５分のプレゼンテーションを行った後、管理運営計画書及

びプレゼンテーションの内容に基づき３０分のヒアリングを行い、選考基準により審査

しました。 
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(２)採点結果 

各委員の評価した点数を合計し、第一次審査の合計点を合算し総合点数としました。 
 

順

位 
事業者の名称 

第一次審査点数

（1000 点満点）

第二次審査点数 

（500 点満点） 

総合点数 

（1500 点満点）

１ 
Ａ事業者 

（港区エコみらいプロジェクト）
７８５ ３９０ １１７５ 

２ Ｃ事業者 ７４５ ３９０ １１３５ 

 

(３) 選考経過 

各委員が第一次審査通過２事業者の提案書及びプレゼンテーションの内容の評価に

ついて意見交換を行いました。 

事業者の名称 委員の意見 

Ａ事業者 

（港区エコみらいプロ

ジェクト） 

・ 環境学習施設の運営経験が豊富にあり、その経験やノウハウ

活かした安定した施設運営が望める。 

・ 斬新な提案が少なく、現在エコプラザで実施している事業の

延長線上の事業提案が多かった。 

・ 斬新な提案は少なかったものの、それぞれの事業の将来像に

ついて明確なビジョンが記されており、指定管理期間中の事

業発展に期待が持てる。 

・職層に応じた３段階の研修（入社時研修、基本研修、専門研

修）があるだけでなく、セミナー・研修への積極的な参加を

支援しており、職員の継続的なスキルアップが見込めます。

Ｃ事業者 

・ 生涯学習施設の運営経験をもとにした、木育広場の設置等の

斬新な提案が多くあり、新規の来館者数や講座参加者の増加

に期待が持てる。 

・ 斬新な提案があったものの、質疑の中で、実現までのプロセ

スが詳細に語られることがなく、実現性に疑問が残った。 

・ プレゼンテーションと質疑では、主に副館長予定者が発言し

ており、副館長予定者の熱意は感じたものの、館長予定者の

発言が少なく熱意があまり感じられなかった。経費の大幅な

削減を示していたが、施設と本社を行き来する特殊な形態に

よる人件費の削減によるものであり、経費の削減根拠及び運

営体制に疑問が残った。 
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Ⅴ 最終選考結果について 

  選考基準に基づき最も高い総合評価を与えられるのは、「港区エコみらいプロジェクト」

です。選考委員会の総意として、「港区エコみらいプロジェクト」を港区立エコプラザ指

定管理者候補者として選考します。 


